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1. NEDO及びイノベーション戦略センター（TSC）について

2. バルーンマップ調査に見る将来性・日本の優位性

3. TSCが注目する取り組むべき技術領域



NEDO概要

• エネルギー・地球環境問題の解決や日本の産業技術力の強化のため、
委託事業や補助金などにより技術開発を支援。

• 民間企業の能力を活用して技術開発の成果を事業化・社会実装まで導く。
そのために、NEDOは内外の情勢を観察して社会が求める技術を見出し、

事業化につながるビジネスモデルの構築や経営戦略の策定まで、幅広くサポート。
また、技術開発の現場と日頃から交流することで産学官の連携を促す。

1.49兆円
（2024年度実績）

1,464億円
（2025年4月時点）

基金事業予算

10兆4,049億円
（2025年4月時点）

執行額

予算
（基金を除く）
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NEDOのミッション

研 究 事業化開 発

研究所が未知の
技術シーズを
求め、視野を
広げて探求。

開発センターが
マーケットを見
据え製品化する
技術を絞り込み。

事業推進部が開
発された製品を
商品に仕上げて
市場に投入。

開拓の研究と絞り
込みの開発はベク
トルが全く異なる
活動。

市場投入には顧客
対応などさらなる
経営判断が必要。

NEDOのミッションは、「開発」の前後の「谷」を越える手助け。

※図の出典：「技術経営の考え方～MOTと開発ベンチャーの現場から～」（出川通）をNEDOにて加工
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実際の活動

①対象の見極め

②支援策の用意

③開発の遂行

④事業化フォローアップ

⚫ イノベーションは不確実。弾を上手にたくさん
打たないと成果は出ない。
（出典「イノベーション戦略の論理 確率の経営とは何か」（原田勉））

⚫ 当たりそうな弾を見つける「①対象の見極め」が
とりわけ重要。ときには10年観察。

⚫ 事業化まで見据えると対象は技術よりビジネス
モデル。誰が、何を、どう売るか、がセット。

⚫ 開発の着手も事業化も経営判断。経営層との
接触なしに効果的な支援は困難。



イノベーション戦略センター（TSC）の取組

TSCはNEDOのシンクタンク部門として、グローバルな市場・産業・政策・技術の

視点で取り組むべき技術領域を分析。

技術 市場

⚫グローバルな社会課題
社会課題の体系化と構造化
TSC将来像“豊かな未来”

⚫グローバル市場
の動向

 日系企業の国際競争
ポジションに関する調査
（バルーンマップ調査）

⚫先端技術や
企業・機関の動向
論文・特許動向、
NISTEPデルファイ調査、
CRDS俯瞰報告書等

重要分野

社会・産業
ニーズ

⚫国内外の政策動向
日本：統合イノベ戦略、

エネルギー基本計画等
海外：米国、EU、中国等の

政策文書
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NEDO-TSCにおける有望領域の俯瞰分析手法

• 2040年頃の将来像を想定した、社会課題（M）、取り組むべき領域（F）、
具体的な手段（T）を洗い出し。

• 市場・産業の動向、潜在的ニーズを把握、技術動向を組み合わせて分析し、日本の強み
と照らし合わせた上で、「勝ち筋」となる領域を抽出。

1.解決すべき
社会課題（M）

2.社会課題を
取り巻く動向

3.取り組むべき
領域（F）

4.具体的な
手段（T）

・・・・の実現

（価値・機能） （価値・機能）（価値・機能） （価値・機能）

（技術開発テーマ） （技術開発テーマ）（技術開発テーマ）

市場動向 技術開発動向
（バルーンマップ） （特許・論文）

将来性
革新性
日本の優位性
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1. NEDO及びイノベーション戦略センター(TSC)について

2. バルーンマップ調査から見る将来性・日本の優位性

3. TSCが注目する取り組むべき技術領域
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バルーンマップ調査とは（日系企業の国際競争ポジションに関する情報収集）

代表的な産業分野の製品の、世界市場規模と企業国籍別の売上高シェアの推移を調査。
→ バルーンマップとして表示。各国のマップと比較して日本の強みを洗い出し。

日系企業の世界シェア (%)

世界市場規模 (円)

100
億

1,000
億

1,000兆

100
兆

10兆

1兆

エレクトロニクス系（最終製品）

エレクトロニクス系（部素材）

自動車（最終製品）

自動車（部素材）

医療系

その他

売上高 1兆円のライン

縦軸：各製品の世界市場規模
横軸：当該国企業の世界シェア
バルーンサイズ：
当該国における製品売上高

将来性
日本の優位性
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バルーンマップ調査に見る日系企業の特徴

市場規模は小さいが世界シェア（60%以上）の高い製品が他国より多い。

その大部分は、自動車・エレクトロニクス向けの機能性部材・素材。

売上高1兆円ライン

世
界
市
場
規
模

(円
)

日系企業の世界シェア (％)

シェア60%以上

バルーン数
[売上総額 兆円]

日系 米国系 欧州系 中国系

売上高 1兆円 以上 22 [118] 38 [217] 28 [206] 29 [246]

シェア 60％ 以上 221 [19] 102 [61] 63 [29] 47 [56]

将来性
日本の優位性



バルーンマップ調査データ（5か年の推移 下図）を、産業別製品群で整理すると、

CAGR＞10%で将来市場の成長が期待され、かつ、日系企業シェア＞20%で

優位性がある分野は、自動車、産業機械、産業用車両、ロボット関連製品。

産業別製品群の市場規模と日系企業シェアの推移
（左：2022年市場規模が30兆円以上 右：30兆円未満）

自動車

産業機械

産業用車両

ロボット
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将来性
日本の優位性

バルーンマップ調査に見る将来性・日本の優位性
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• 「機能性部素材」

➢ 優位性：全ての産業に共通して高シェア（＞60%）

• 「自動車」、「産業用機械」、「産業用車両」、「ロボット」

➢ 将来性：市場規模成長が大きい（CAGR＞10％）

➢ 優位性：日系企業が一定のシェア（＞20％）

俯瞰的分析のための基礎情報として活用

バルーンマップ調査に見る将来性・日本の優位性
将来性
日本の優位性
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1. NEDO及びイノベーション戦略センター(TSC)について

2. バルーンマップ調査に見る将来性・日本の優位性

3. TSCが注目する取り組むべき技術領域
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NEDO-TSCが注目する技術例

•極限マテリアル
• パワーレーザ
• 高温超電導導体 等

•自動化・省人化・デジタル化
• AIエージェント
• 協働型多機能自律ロボット 等

•省電力・高速情報処理
• 生成AIの革新的省電力システム実装
• 量子コンピュータ 等

将来性
革新性
日本の優位性
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宇宙空間、量子コンピューティング・通信などの、産業技術のフロンティアに
向けては、新たなマテリアルのイノベーションが必須。
日本が市場で寡占状態にある「高機能品タイプ」マテリアルを、今後は、極限機能を発現
する、あるいは、超高温・超高圧など極限状態で使用可能な「極限マテリアル」へ進化。

1. 解決すべき
社会課題（M)

2. 社会課題を取
り巻く動向

3.取り組むべき領
域（価値起点）

（F)

基幹産業・技術の創成による持続可能な社会の実現

量子・電子制御によ
り革新的な機能を発
現するマテリアル

高度な機能発現を
可能とするマテリアル

マテリアルの高度循
環のための基盤技術

極限機能を有するマ
テリアル
（極限マテリアル）

革新的なエネルギー
変換を可能とするマ
テリアル

マテリアルは様々な先端技術や製品の発展に大きく寄与。様々な社会課題解決への貢献に
対するマテリアルへの期待が増加。

極限
マテリアル

レーザー高出力化による機能の高度化技術

出典：日経クロステック（2023/8/21）他を参考にTSC作成

高度レーザー
治療

レーザー推進

光量子コンピュータ

新物質材料創成
（スーパーダイヤモンド他）

3D造形

EUVリソグラフィー

レーザー冷却

平均出力

10W 100W 1kW 10kW 100kW

必
要
な
ビ
ー
ム
品
質

高い

低い

レーザー
懐中電灯

屋内通信
（LiFi）

水中通信

ディスプレー

害虫駆除

レーザー転写

レーザーリフトオフ

インゴットのスライス

回路基板の直接描画

LiDAR *2）

半導体/回路基板製造

IoT端末
に給電

家電
に給電

水中給電 電力線代替

クルマへの
準走行中給電

ドローンに給電

衛星間通信

広義の光無線通信*1）

*1）エネルギーの伝達より情報の伝達が重要な用途
*2）dToFベースのLiDAR

dToF:direct Time of Flight
LiDAR:Light Detection and Range

*3）L-SSPS：Laser-Space Solar Power 
Systems

光無線給電

レーザー
コーティング

レーザーピーニング

切断・穿孔

ドローン撃墜

加工・造形
(金属・他)

その他
（動く標的への
高エネルギー照射）

宇宙デブリ除去

L-SSPS*3)

パワーレーザ高温超電導体量子センサー

量子・電子制
御による革新的
な機能を発現
するマテリアル

量子暗号通信

将来性
革新性
日本の優位性

極限マテリアル
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自動化・省人化・デジタル化
AI×Robotによる生産性革新

生成AIを活用して、熟練作業者のノウハウ等を知識化したAIエージェント。
多様な作業能力、言語処理、BCI等のヒューマンインターフェースを備え、
様々な環境で働くことのできる多機能自律ロボットによって生産性を向上。
日本は産業用ロボット市場で高いシェアを有しており、強みを活かせる可能性。

提供：JSTムーンショット型研究開発事業「目標３」菅野重樹PJ

1. 解決すべき
社会課題（M）

2. 社会課題
を取り巻く
動向

3. 取り組む
べき領域
（価値基準）

（F）

働き方改革、労働人口減少への対応

完全
無人運転

自動化・
省人化・
デジタル化

省電力・高速
情報処理

個々人の
やりがい・
意欲向上

設計・製造
期間短縮

人の能力を
向上

社会の需要に即した開発・生産
（少量多品種、DX、データ駆動開発）

• 労働生産人口の減少、働き方改革などによる物流・運輸業、建設業、医療・福祉業などでの労働力不足、
超高齢化社会による熟練者の暗黙知の技術継承、農業従事者の後継者不足、介護現場の人手不足など
への対応が求められている。

• 日本の世界ロボット市場占める割合の維持・向上を目指す。（産業ロボット市場の維持、サービスロボット市
場の拡大）

AI×ロボット

医療AI

AIエージェント

画像診断支援AI

将来性
革新性
日本の優位性



生成AIは、働き方改革、労働人口減少といった社会課題解決に大きく貢献することが期待。
AI 活用における電力消費の革新的な低減には、次世代コンピューティング技術が有望。
ニューロモルフィックやリザバー等の計算手法の他、光やスピンや量子などの媒体で四則演算を行い、
高速化・省電力化を目指す手法も存在。こうした手法が生成AIに適用できれば、革新的。
日本は、光の技術を用いる研究開発ではトップクラス。日本独自のすり合わせ的アプローチも有用。

ニューロ
モルフィック
等で代替

リザバー
等で代替

その他部分
でも代替手
段の検討要

Feed

Forward

(Masked)

Multi-Head

Attention

Linear

Output

Embedding・・・

(a) The Transformer - model architecture (b)代替システム実装例

出所： Attention Is All You Need（Google、2017）

1. 解決すべき
社会課題（M）

2. 社会課題を
取り巻く動向

3. 取り組む
べき領域
（価値基準）

（F）

働き方改革、
労働人口減少対応

エネルギー脱炭素化・
強靱化

完全
無人
運転

セキュア
（信
頼・堅
牢）
情報
通信

自動化
・省人
化・デジ
タル化

省電力
・高速
情報
処理

社会
インフラ
のモニタ
リング・
予測
基盤

個々人
のやりが
い・意欲
向上

サプライ
チェーン
での
データ
共有

エネル
ギー
効率の
良い
設備・
機器

自立可
能（ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ、食
料等）
なコンパ
クトシティ

設計・
製造期
間短縮

人の
能力を
向上

ｻﾌﾟﾗｲ
ﾁｪｰﾝ、
環境に
親和性
高い材
料・部
材への
置換

脱炭素・環境調和
経済

レジリエントな社会・
情報インフラ

• DX推進とAI活用が労働人口減少への対策となり国の競争力を高める。経済安全保障の観点からも、
生成AIの技術開発およびサービス提供には国内での大規模なデータセンター（GPUサーバー）の建設・
運用が必要だが、2050年カーボンニュートラルの実現を前提とすると、大規模な生成AIの処理を低消費
電力で提供可能な情報インフラが不可欠（情報インフラは、現在はデータセンター主体だが、エッジへの
分散も将来は踏まえている）

量子コンピュータ ニューロモルフィック リザバー
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将来性
革新性
日本の優位性

省電力・高速情報処理
次世代スマートデジタルアーキテクチャ



NEDO-TSCが注目する技術例（まとめ）

取り組むべき
領域

具体的な技術例 将来性
革新性
有望性

日本の優位性・潜在性

極限マテリアル
パワーレーザ
高温超電導導体

極限材料の代表例；
セラミックス複合材料の
世界市場は2035 年に
約3.5兆円との見通し

パワーレーザの例；

難加工物質の加工、空間エ
ネルギー伝送、宇宙デブリ
除去など応用先拡大が期待

・高機能マテリアルは市場寡占
・日本には産学官を問わず、
世界の先頭を切って
極限マテリアルを研究開発する
拠点が多数存在

自動化・省人化・
デジタル化

AI エージェント
協働型多機能自律
ロボット

AI・ロボット分野は、2050 年の
超人手不足時代に対抗する
手段として有力

生成 AI はロボットと人との
協働能力を飛躍的に向上
させる

・産業ロボット市場で高シェア
・ノウハウの継承など、実用的な
生成 AI エージェントの形成・活用
に強み

省電力・高速
情報処理

生成AI の革新的
省電力システム
実装
量子コンピュータ

・生成 AI の世界市場規模は
 2040 年に1兆ドルを超える
 見通し

・電力消費の低減等、計算の低
コスト化には量子などの次世
代技術が有望

・電子の代わりに光・スピン・
 量子などの媒体で四則演算
 を行う手法も期待される
・これらの手法の生成 AI への
適用が実現できれば革新的

・光の技術を用いる研究開発では
トップクラス
・日本独自のすり合わせ的な
  アプローチが有用
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